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1.  第 Ⅱ 回 総会報 き 

第 17 回総会は，昭和 59 年 5 月 13 日午後 1 時 ?0 分 よ り学会会場であ る熊本大学医学部で 開かれ 

た。 議長に村松 喬氏 ( 鹿児島大。 医 ) を選出した。 議長の発議にょり ，運営委員及び 編集委員 

の 在任中に故人となられた 金谷晴夫氏への 黙祷を捧げた 後，以下のように 議事が進行した 0 

1. 藤木十四 秋 第 17 回大会委員長挨拶 

2. 加藤淑総会長挨拶 

3.  国際発生生物学会の 報告 ( 岡田節人 I SDB 会長 ) 

198b 年のロスアンゼルス 会議への参加要請及び 日本発生生物学会の 協力 ( 旅費援助・後 

述 ) に対する感謝など。 

4. 学会活動報告 ( 柳沢富雄幹事長，山名清隆 DGD 編集主幹 ) 

成茂 寄付金 ( 毎年 5( 「万円 ) の使途が決定したこと ， DGD への投稿を増やすため ， 100 コ 

ピーを無料とすること ，金谷記念事業として レギ 、 ラーナソバ一の 一つを特別号とすること 

など ( 詳細は別記 ) 

5, 昭和 58 年度決算報告 a 上村伊佐 緒 会計幹事，サーキュラ ー N0.47 参照 ) 

6. 会計監査報告 ( 鈴木明郎，溝口元会計監査委員 ) 。 会計監査の結果，適正であ ることが 報 

古 され，承認された。 

7. 学会活動方針㎝ 口藤 会長 ) 

DGn への投稿呼びかけ ，国際発生生物学会の LOS 会議への積極的協力，次期第 18 回大 

会が名古屋大学で 行われる予定であ ることが話された。 また 59 年 10 月には会長，運営委員の 

改選が行われる 予定であ り，選挙管理委員として ，田沢柴五郎氏 ( 横浜市大 ), 石田克実 氏 

( 帝京大 ), 灰野 和氏 ( 都立大 ) の 三 氏の選出が報告され 承認され 7 こ 。 

8. 昭和 59 年度予算案 (- ヒ村会計幹事 ) 。 予算案は原案通り 承認された。 ぐ サーキ，ラ ー M.47 歩 

照 ) 。 

9. 第 18 回大会委員長挨拶 ( 委員長代理 椙山 正雄氏 ) 

10 ． この 他 ，会場 よ り，大会運営について ，ポスター セ " シ 。 ソ 等に関する若干の 意見，希望 

が め べられた。 

2.  第 ㎝ 回 運営委員会報告 

第 31 回運営委員会は 昭和． 59 年 5 月 11 日午後 6 時 よ り，熊木市ホテルニ ，一 キャッ スル で行われ 

ナ， Ⅰ。 

出席者 : 加藤淑 裕 ( 会長 ), 岡田節人，岡田 益吉 ，鈴木義昭，他面雅俊，竹内郁夫，平本幸男， 

水野丈夫，米田満 樹 ，杉山 勉 ，山名清隆 (DGD 編集主幹 ) … ( 以上運営委員 ), 天野 実 (D 

GD 編集幹事 ), 椙山 正雄 ( 学術会議 ), 藤木十四 秋 ( 第 17 回大会委員長 ), 柳沢富雄 ( 幹事長 ), 

上村伊佐 渚 ，矢崎育子 ( 以上事務局 ) 。 

報告，密議事項は ，総会の項と 重複するので 省略する。 
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3.  DGD 編集委員会報告 

別刷の無料化と 金谷先生の記念事業について 

編集委員会 (5 月 11 日 ) の報告をいたします (5 月 13 日の総会で可決されております ) 。 

㈲ 今後，論文 1 編 仁 つぎ 100 部 ( 表紙なし ) の別刷を無料にします。 さらに多数の 別刷が必 

要な方は，いままでどおり 校正のとき印刷所に 注文してください。 

(2) 金谷晴夫先生の 業績を記念する 事業を行います。 " 金谷晴夫先生記俳論文の 寄稿について " 

( 本号 4 ぺージ ) をごらんください。 

なお，このような 場合には，従来，著者 に 印刷費の半分程度を 負担していただぎました。 しか 

し，今回はこの 著者負担を廃止しました。 

別刷を無料にしたり 著者負担を廃止すれば ，当然，その 分だ け 学会の経営状態を 悪化させるこ 

とになります。 それにもかかわらずこれらのことが 実施されるのは ，ひとりでも 多くの方々が D 

GD へ 投稿してくださることを 希望してのことです。 おおいに投稿してください。 

そして，別刷の 無料化や著者負担の 廃止が会費の 値上．げをひ き おこすことのないように ，あ ら 

ゆる努力がなされることになっています。 会員の方々のご 理解とご援助を 期待しています。 

4.  事務局よりお 願い 

上記，別刷の 無料化，および 著者負担の廃止によって ，ぉょそ 300 万円近く経費増となる 見 

込みです。 会費値上げをしないで ，運営をしてゆくためには 収入増の努力をしなければなりませ 

八， 。 そこで会員の 皆様にも次の 四点につき協力下さいます よう お願いいたします。 

1)  会員 ( 一般，賛助 ) を増やす。 

2)  会費をすみやかに 納入する。 

3)  DGD の購読者を増やす。 

4) 広告を増やす。 

なお広告は 1 ぺージ大で， DGm は年 6 回， 15 万円。 サーキ，ラ ーは 年 3 回， 2 万円です。 

半 ぺージ大はほぼこの 半額となります。 

会員，講読の 申し込みには ，同封のはがきをご 利用下さい。 

5. 第 9 期会長および 運営委員選挙について 選挙管理委員会 

会長および運営委員選挙は 施行細則 ( 本号 22-25 ぺ ー ジ ，会則の項参照 ) に従って実施される 

ので，下記の 諸点に 御 留意の上，郵便に よ る投票をお願い 致します。 

け 選挙に必要なものが 当 サーキ， ラ 一に同封してあ りますので御確認下さい。 

イ ) 会員名簿 ( 昭和 h8 年 6 月 ) 

P) 投票用紙 1 枚 : 会長，運営委員併用 

") 内 封筒 ( 日 )1 枚 : 投票用紙を入れる。 
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ニ ) 郵送用封筒 ( 茶 ) 1 枚，宛名入り 

2)  被選挙人は名簿に 掲載されている 全通常会員です。 

ただし，会則第 5 条第 2 項に よ り ， 次の方々には 被選挙権 があ りません。 

会長選挙……該当者なし 

運営委員選挙……江口吾郎，竹内郁夫，岡田 益吉 ，鈴木義昭，酒井 彦 二水野丈夫， 

平本幸男，見元紀 

投票用紙には 被 投票者の姓名を 明記すること。 ただし，同姓同名の 被選挙人が 2 名もしく 

はそれ以上あ る場合は，住所・ 所属機関名などを 付記すること。 

の 投票用紙郵送用封筒の 裏 には， 必 らず選挙人の 氏名および住所 ( 所属 ) を御記入下さい。 

4)  選挙の日程は 下記の通りです。 

第 1 次 選挙 ( 会長，運営委員 ) 

投票締切同 10 月 19 日 ( 金 ) 

開票 ( 公開 )  10 月 20 日 C 土 ) 

第 2 次選挙 ( 会長，必要の 場合 ) 

投票締切目 11 月 22 日 ( 木 ) 

開票 ( 公開 )  ml 月 24 日 C 土 ) 

開票はいずれも 午後 1 時ょり，東京都立大学理学部会議室， A301 号 室にて行います。 

6.  成 度科学器械研究所寄付金による 海外出張，旅費援助の 募集 

成茂 科学器械研究所より 毎年 50 万円 づつ 贈られる寄付金の 使途について ，昭和 59 年 1 月および 

5 月の運営委員会で 審議の結果，次の 1-5 のように決まりました。 

1, 寄付金の使途 : 日本発生生物学会会員が ，国際学会出席などを 含めた，発生生物学の 国際 

交流を深める 目的で外国出張する 場合の旅費の 補助にあ てる。 

2. 補助金の額 : 1 名 25 万円とし，年間約 2 件に補助金を 支給する。 

3. 補助金支給希望者の 申し出 : 補助金の支給を 希望する会員は 毎年 4 月 15 日また ほ 12 月 15 日 

までに，必要書類を 日本発生生物学会事務局を 経て会長に提出する。 

4.  必要書類 : 海外出張を予定する 会員の所属・ 氏名，出張の 目的，出張場所，出張期間。 

なお推薦枕，相手方の 招待状などを 添付しても良い。 

5.  審査 : 提出された書類につき ，通常 1 月および 5 月に開かれる 運営委員会で 審査し，候補 

者を決める。 通例，半年毎に 1 名を決定するが ，同時に 2 名が候補者となることができる。 

採択された場合は 本人に通知し ，イソフォーメーシ ， ソ サーキ， ラ 一に掲載する。 

付則 i) 59 年前半の書類の 提出期限は 10 月 1 日とする。 

Ⅱ ) 60 年度は， I SDB の国際会議が LosAneels で開催される。 J SDB は同会議を 

支援する態度表明として ，この年度は 同会議出席者のうちから 2 名を候補とする。 
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7. 成茂 科学器械研究所へ 感謝状 

上記ような学会への 寄付に対して 会長より感謝状を 贈った。 

8. 金谷晴夫先生記俳論文の 寄稿について 

基礎生物学研究所所長金谷晴夫先生が 今年 2 月に逝去されました。 先生は長年 DGD の編集委 

負 および日本発生生物学会の 運営委員を務められ ， 日本における 発生生物学会の 発展に多大な 貢 

敵 せなさいました。 また先生は，那成熟および 受精に関する 数々の優れた 業績にょり，昨年の 秋 

には文化功労者に 選ばれました。 日本発生生物学会は 先生，のこれまでの 功績をたたえ ， DGD に 

記念論文を掲載することに 決めました。 一つは招待論文のみからなる 記念 号 (1985 年第 3 号の予 

定 ; 記念菅編集委員が 先生のご研究に 関係の深い分野から 国内外約 20 名を選び寄稿を 依頼する ) 

であ り，他の一 つは regular  issues の中に先生に dedicate  する論文をも 掲載するもの C1985 年 

第 4. 5 号を予定 ; 分野に限らず 先生に dedicate する論文を広く 国内外から集める ) です。 尚 ， 

これらの記念論文の 掲載にょり一般論文の 発刊に遅れが 出ないように 配慮されています。 

会員の皆様のご 協力をお願い 申し上げます。 

要 項   
1) 記念論文として 寄稿される方は 論文第 1 ぺ ー ジに footnote としてその旨を 記すこと。 

2) 記念論文の受付げは ， 1985 年 1 月 31 日までとする。 

3)  掲載までの手続きは 記念論文であ る理由で特別扱いはしない。 

4) 原稿の送り先 : DGD 編集主幹 山名清隆 

〒 812  福岡市東区箱 崎 6-10-1  九州大学理学部生物学教室 

発起人 

片桐千明 ( 北天・ 理 ), 岸本 健雄 ( 基礎生物学研究所 ), 

Thomas E. Schroeder ( ワ シ ソトソ 大学 ),  白井浩子 ( 基礎生物学研究所 ) 

長浜嘉幸 ( 基礎生物学研究所 ), 平木幸男 ( 東工大・ 理 ) 

毛利秀雄 ( 東大。 教養 ;, 山名清隆 ( 丸太・ 埋 ) 

Ⅹ疑問の点は 発起人にお問いあ わせ下さい。 

9 発Ⅱ日大会ひ 984, 熊本 ) を終えて 

大会委員長 藤 本 - ト 四秋 

仝大会は ， 去る 5 月 12-14 日の 3 日間， 235 名の参加を得，学術集会では 113 題の研究発表と ， 

ジンポジ ゥム 1 題が行われ，これに 総会を併せて ，盛会 祖に 無事終了した。 各位のご協力に 感謝 

申し上げる次第です。 

準備の段階で ，学術集会への 申込演題は， 117 題であ ったが，これらを 一瞥して感じたことは ， 

研究の内容，扱われている 材料とも，極めて 多岐，且つ多彩に 亘っ ていることであ った。 特に ， 
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哺乳動物 ( 超 菌類 ) を扱った研究が 増えてきているのも ，最近の一つの 特徴のように 思われる。 

これらのことは ，発生生物学の 研究領域が拡大し ，また境界領域との 接触が密になってきている 

    

  

ことの左証であ ろう。 

さて， プ p グラムを編成するために ，前記の 117 題 ( うち 3 題は取消し ) を，研究主題をもと 

忙して，敢えて 分類を試みると 次のようになった。 

        。 精子，受精，細胞周期，初期発生， 中 。 後期発生 ( 分ィり ，細胞移動，細胞 外 基質，パタ 

一ソ ・フォーメーシ " ソ ，発生と遺伝子，再生，細胞物理， テ ラトカルシノーマ ，方法論， そ 

の他 。 

そして近 い 将来，発生過程の 遺伝子レベルでの 解析   これを発生遺伝学と 呼ぶならば，この 
分野の研究が ，重要な流れの 一 つ になるような 気がする。 

ところで仝 回 ， 1 題の口演時間を 1 律に lR 分 としたのは，これが 総合的にみて 妥当な時間であ 

るとの判断のほかに ， 3 日間とい 5 会期を，できれ ば 2 日 半 に収めたいとし ぅ 思わくも，その 理 

由 のなかにはいっていたかも 知れない 0 

シソポジウムについては ，学術集会は 会員の研究発表が 第一義的であ り，それを妨げない 範囲 

で，しかしこの 集会にアクセントをつげるという 見地から， 1 題と L た 。 お蔭で，座長にも 最適 

0 人を得て，意図した 成果が挙げられたものと 思、 ぅ 。 

次は，講演要旨集を 作りながらの 感想であ るが，これが 予稿 集 なのか，集会記録 ( 歴とした 文 

献 ン なのか，また ， " 奥付 " をつげる必要があ るのか，は迷ったところであ った 0 このような 議 

論は多分，不要であ ろ @5 。 今後とも，起承転結のあ る，短くても 完全な抄録 ( 執友釣予稿 ) が， 

この要旨 集 に掲載されることを 期待したい 0 

総会の記事は 別 E 記されると は けので省略するが ，この総会に 出席してみると ，意外と，学会 

の 性格や現状が 理解され，さらに 未来への展望も 開けておもしろい。 なるべく多くの 方の御出 

席 ，討論をおすすめする。 

ところで，第 2 日目の懇親会ではお 寛ぎ戴けたでしょうか。 また，歴史に 培われた森の 都， 熊 

水を ェソジ 。 べしていただ け たでしょうか。 懇親会の席で ，要旨 集 ，第 6 ぺ - ジ ，キャンパス 見 

取図 に記した「Ⅰ カ 巾 イソ 『 4% チナ ユ 」について御紹介しましたが ，学会もこの 樹に肖る意味で ァ 。 ， ； 再録的に記させて 

いただきます。 

「 偕 」 ( 偕書 の 偕 ; 幹 や板ぶりが整っている ) は，日本では 珍しい木で，熊木大学医学部構内に 

あ る大木のほか ，東京は湯島の 聖堂にあ る 2 本，岡山は閑俗学校廟堂双にあ る一対，が よ く知ら 

れている。 由来はともに 同じ， 「支那曲阜の 孔子墓双債子貢の 手植のものより 得たる種子を 以て 

我が農林試験場に 於て 播有 せられしものの 一 」で，これは 大正 14 年，初代場長，白沢快美氏が 持 

ち 帰られた種子によっている。 偕は学名を「とねり は は ぜ の き 」と云い ， 5 るし科に属する。 中 

国 では 殆 んど全土に生育し ，その黄葉がすばらしいと 云う。 熊本の偕も黄葉したのち ，葉が落ち 

て冬を越す。 前記，岡山の 閑俗学校の偕には 見事な紅葉が 見られる。 この偕の ホ ，苗から 10 年ま 

では 幹や枝 他愛もなく乱れているが ， 10 年を経ると，双述のようにそれがきちんと 整ってきて， 
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さらに大木になる。 わが発生生物学会はひと 節 十年の，ふた 節目をやがて 終ろ う としている。 そ 

して，大木に 成長することは 必定であ ろ 5 。 

昭和 59 年度 日本発生生物学会第 17 回大会収入支出決算書 

1. 収入の部 

参加費 

2.  支出の部 

757,000 円 会場設営 費 231,350 円 
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熊本県からの 補助金 300,000 事務用品， 胸章 ，相等購入費 239,439 
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合 計 2,808,424 円 残 金   0   円 

10 ．大会に参加して 

九天・ 理 ・生物 野 村 一 也 

第 14 回の京都での 大会の後，発生生物学会にはごぶさたしていた 自分にとって 3 年ぶりの学会 

  

  

参加であ ったが，大変楽しい 会であ った。 かつての 生ィロ 学がその当時存在した 技術と力のすべて 

をつぎこんで 細胞内構造と 代謝とを解きあ かしていったその 熱気が，ようやく 発生学にものり 5 

つってきているという 印象をつよくした。 

遺伝子組みかえ 技術によって 得られたクリスタリ ソやブ イブロイソ，セリシン 遺伝子の発現の 

研究にみられるよ 5 に，分化形質発現の 調節をより判然と 研究できる糸がようやくその 真価を発 

揮しはじめているようであ る 0 古くからの形態形成のなぞも ，やがてはやはりもっとも 正当的な 

アプローチによってとかれていくのであ ろ 5 。 近年発達した 蛍光プローブ ，画像解析， t ㎞ e 

lapse Ⅵ deo, cell sorter などの技術と ，古来の移植技術などがうまくむすびついて ，古くから 

の発生のなぞ ，からみあ った Gordius の結び目が，しだいにほどげようとしているように 感じ 

たし 0 

また発生生物学会に 理論的傾向のつ よ い人達が根づいてきたのには 眼をみはらされた。 生物物 

理学会系の演題の 流入は，今後の 発生の研究にとって 大変いい傾向だと 届け。 発生はあ あ い 5 や 

り方ではわからないと 考える人達は 発生生物学会でのそうした 発表をみて よ りその確信を 深める 
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かもしれない。 また p マソ にあ ふれる人達は 自分もこうした 発生学の研究へと 参入していくこと 

だろう 0 なにかしら異質のもがふれあ 5 ことで面白いものが 生まれるなら 大変楽しいことであ 

る。 Wolpert や Turing の後塵を拝するのではない「木物」の 発生の理論がでてくることを 期 

侍 し，また実験と 理論の両方をこなす 人が多くでてくればいいなあ と は け。 

若い人達の活躍にも 眼をみはった。 プ p グラムに印をつけて A 会場から B 会場， B 会場から A 

会場へととびまわっている 人達は，数年双よりもずっと 活発に質問していたように 思う。 座長よ 

りのものを含めて ，ずっと実りあ る質問と批判がなされていたように 感じた。 

マスタ一ではじめて 学会に行った 時は，まわりの 見知らぬ人の 中で聞ける限りすべての 演題を 

聞いていた。 やがて知人もふ え 学会にたび重なって 参加するにつれ ，プロバラム 外での話し合い 

から得るところがふえていった 0 年に一回，遠くはなれている 知人と会って 語り合うのもまたい 

いものだと思った。 

大阪市立大 団 ま り な 

長く ， う つ とらしかった 冬がようやく 去った 5 月半ば，熊木の 町 忙 南国らしい明るい 空と，ス 

コールのような 激しい雨で我々をむかえてくれた。 

大会では 117 の演題が，大小 2 つの会場に分かれて 3 日間にわたり 発表された。 また，発生 過 

程で重要な役割を 持つ細胞の長距離にわたる 移動の問題に スポ " ト をあ てたシソポジウムでは ， 

始原生殖細胞， リソ パ球双駆細胞，血液幹細胞の 他，細胞性粘菌と 癌の伝 移 の問題が議諭され 

た   

一般講演は例により ，ウニ・ヒトデの 類からサカナ ，ニワトリ，マウスなどの 動物を用い ，学 

問的興味や実験技術も 多岐にわたっていたが ，その中であ えて今大会の 特徴を取り出してみる な 

らば，細胞の 移動や造形運動にかかわる 細胞 外 マトリックスの 問題 と ，さまざまな 発生現象の遺 

伝子レベルでの 解析の分野に ，一定の流れが 見られたよ 5 に 届 け。 また，大会最終日の A 会場を 

独占した理論的アプローチの 話題は生物現象を 数学的，物理学的手法によって 理解しようとして 

きた人々の息の 長 い 努力が，ようやく 生物学者の興味の 範囲に届いて きたょ 5 な， 明るい 兆 侯を 

示している よう に感じられた 0 

ただ，このような 青い空と，一定のクオリティーを 保った研究発表と ，盛況の懇親会と ，並々 

ならぬお世話をいただいた 熊本大学の方々の 御 努力にもかかわらず ，この大会もまた ，過去の諸 

大会の経験したあ る種の欠落感をまながれるものではなかったように 思う。 私自身まだこの 欠落 

感の実体を十分に 把握しているとは 云い難いが，たとえば 精子形成などの 形態学的な分野 や，現 

在世界で華やかな 微小管をめぐるさまざまな 問題が ， 全くと云える 程 顔を見せていないのは 偶然 

であ ろうか。 大勢の仲間が 集まりながら 楽しさに届かず ，学問的な集りであ りながら夢をはぐく 

む 子供らしさに 欠けて居りはしないだ る 5 か 。 研究を世界的レベルに 保っために余裕を 失ない・ 

自分たちの仲間さえ 締め出す ょ 5 な雰囲気をかもすのであ れば，それは 不幸なことだと ぼ け。 発 
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生 現象にいくらかなりとも 興味を抱く全ての 人間を含み，荒唐無稽な 考えにも耳を 借 す 用意をも 

ってはじめて ，複雑を極める 生物現象に立ち 向 9 人間の集団として ，学会本来の 姿に近づき得る 

のではないだろうか。 

Ⅱ． F 第 17 回大会講演要旨』送付のお 詫び 

㈹日本学会事務 セ ソタ 一 

標記要旨集の 発送に際しまして ，当事務 セ ソタ一の ，ス により二重発送および 未発送等を生じ 

てしまいました。 

会員の皆様には ，大変 ご 迷惑をおかげいたし ，誠に申し訳あ りません。 深くお詫び申し 上げま 

す 。 

再び，この様な 間違いを起こしませぬ 様 ，深く反省すると 共に チ，ック 機構の強化，職員個々 

人の奮起等，努力する 所存です。 

12. 昭和 60 年度山田科学振興財団への 研究援助候補推薦について 

山田財団から 研究援助候補推薦要領が 届きました。 応募なさる方は 学会事務局へ 推薦善用紙を 

申し込んで下さい。 

わ 推薦 書 用紙送付 : 59 年 9 月 

2)  申請期限 : 60 年 1 月末日 ( 発生生物学会事務局あ て郵送 ) 

3) 学会内審査 : 2 月 

4)  財団へ推薦 : 3 月上旬 

推薦要領は次の 通りです。 

昭和 f60 年度 山田科学振興財団研究援助候補推薦要領 

援 助 の 趣 旨 

本 財団は， 自然科学の基礎的分野における 重要かつ独創的な 研究に従事する 個人又はバループ 

に対し援助します。 

援助の金額及び 期間 CB)  3 百万円前後 5 百万円以内の 援助 
イ ．金 額 併せて 10 数件 
CA)  l 千万円前後 2 千万円以内の 援助 。 ．期 間 1 年を原則とします。 研究の 

一 8 一 



  

  

継続を必要とする 場合は，毎年提出され 援助金の贈呈 昭和 60 年 6 月及び 12 月に 2 分 

た 推薦 書 に基づき選考します。 劃 して支給する。 

推薦方法 推薦 書 送付先及び連絡先 

ィ ．推薦者 本 財団が依煩した 学 ( 協 ) 会 財団法人 山田科学振興財団 

0 代表者 (Yamada@ Science@ Foundation) 

". 推薦件数 1 推薦者ごとに (A), (B)   〒 544 大阪市生野区 巽西 1 丁目 8 番 1 号 

おのおのⅠ～ 2 件 ロート製薬株式会社内 
ハ ，推薦手続 推薦者は，以下の 書類を整 電話大阪 C06)758 局 1231  口 一ト 製薬株 

え， ご 送付願います。 式 会社坪田 

1. 所定の推薦用紙又はその 写しに必要 付 

事項を記入したもの 5 部 2. 関連主要 イ ．援助金の使途を 変更する場合には ， 予 

研究報告リスト ( 使用用紙 R h 半 )  5 部 め 本財団の承諾を 得て下さい。 

3, 同上報告のうちから 3 種をえらん ". 援助金から支出することのできない 経 

で ，その別刷もしくは 写し 4 部 費は ，文部省科学研究費の 場合に準じま 

記載上の注意 す 。 

イ ． 黒 インクで明瞭に 記入 1, て 下さい。 ハ ．援助金の受領者に 対して，必要に 応じ 

". 紙面不足のときには ，同型同大の 別紙 研究経過，研究成果又は 会計二ついて 報 

で 追加して下さい 0 吉書の提出又は 発表を求めます。 
ハ ，推薦 書 第 1 頁欄外の脚注肛は 記入しな ニ ，研究成果を 文書によって 発表される 際 

いで下さい。 には，奉財団 ( 財団法人 山田科学振興 

ニ ．代表研究者は 所属する大学 ( 部等 ) . 研 財団， Yamada  Science  Foundation) の 

究 機関等の長から 本 援助の申込をする 援助に よ る旨を記載し ， 報文 の類しにあ 

ことについての 承諾を得て下さい。 ってはその別刷 2 部， また著書の類いに 

推薦締切期日 本財団へ推薦 蕾 が到着する 締 あ ってはその 1 部をご寄贈願います。 

初期日は昭和 60 ヰ @-3 月 31 日 ( 日 ) です。 ホ ． ご 提出いただきました 推薦書及び添付 

選考方法 選考委員会において 選考の うえ， 資料は ，お 返しいたしません 0 

理事会が決定します。 

選考結果の通知 昭和 60 年 6 月末 造に 推薦者 
及び代表研究者等にあ て通知 L, ます 0 

13. 昭和 59 年度山田財団研究援助決定 

日本発生生物学会は 昭和 59 年度山田財団研究援助候補者として 応募のあ った 2 名を推薦した 

が， この 種 Ⅰ名の研究援助を 決定した冨山田財団 よ り通知があ った。 

見 元紀 ( 名古屋大。 理 ) 

受精の生化学的，細胞生物学的研究 ( 精子と卵汁 彼 との相互作用 ) 

援助金額 350 万円 
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